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< 白川病院旗争奪第二回岐阜県学童歌式野球大会 参加心得>

1 1 . 提出書類について

(A ) 参加申込書 (述盟会長宛のもの)

(B ) 参加申込書 (プログラム掲載用のもの)

この申込書は、このまま朝世でプログラムに向跡1哨じます。伊とつてタイプするか、決い黒の鉛筆 ・太い

黒のポールペジを用いて、構書で丁寧に言ひ世して下さい。月1紙は、1枚入れてあります。書き損じを

したときは、修正液を用いて訂正して下さい。

(C) 大会参加同意書提出済み言ェ明書
各チームの代表材は、予め全選手の保f坐打から、大会に出場することの十「司はi!|の1姓出を受けて、その

証明書を主催者に提出して下さい。(1司lNlの用紙を使)‖して下さい。)

大会参加の中込締め切り)朝限は9月8 日 (月) となつています。プログラム“"撹_L、期限まで待たな

いでT 日でも早く提出してください。

各書類は一橋して下記に送付して下さい。

〒509-0304 加茂1椰)|1浬川]
‐
中川辺39-3

加茂欣式野球述盟事務局  竹地 本サイt 宛 (1
｀
E[2 0574■53-2079)

°   2 . 開会式 (A M 9 : 0 0 開始) について

(A ) 集合完了時間はA M 8 1 8 0 です。

開会式は、A 会場で行います。会場に'J村したら大会本出すに凧け出て、参力1円 (10,000 円) を収め

て下さい。そしてプログラム・参加賞 ・代文放 。ペナントを受似して下さい。プラカー ドは、集合場

所に並べてあります。

(B ) 開会式前の準備

* 選手章は、監督 ・コーチ ・選手企貝/翻llAlの少し下に付けて下さャヽ。

(C ) 集合場所

 `     * 受け付けが終わつたら、直ちに係員の指示に従つてプラカ… ドの世いてある位世に集合して下さしヽ

* FX /111よ、プラカードを持つ選手を先頭に、代表放を持つ主将 以下背の低い選手から一列縦隊に並

んでください。

(D ) 入場行進について

行進は、先導者 ・連盟放を保持した放手 ・田lJj〔'大会放 ・病触 ・岐阜新l・fl化朗〔、以下抽選番号順で

チームとチームの間隔は5 m 置いて下さい。手を大きく振つて、元気よく行避して下さい。

(E ) 代表放の持ち方

主将は、本大会においては三盤側からの入場なので、右手を土、左手を下にして代表放を持つて下さ

い。右手は右肩のところに、左手1逆ヨ隊のところには馴定して行避して下さい。

(F ) 選手宣誓について

選手宣誓は、神淵アタッカーズ代表チームの主将が行うことにします。宜哲文は4守に制限しませんが

学重野球らしい文言を選んで下さい。

(G ) 退場方法について

場内放送に従つて選手は2 チームづつ 1 ・3 基との出日から退場して下さい。

(H ) 監督 ・コーチもlj13会式のとき三塁llRlの所定の位‖とに性列して参加して下さい。

3 . 記念写真の撮影について

チームの集合写真の撮影を共同写真企画が行います。チームは、開会式脚夕衛11に撮影を終えてくださ

い。開会式の入場行避中に、グランド内に入つての写メ劇す湖形は祭止します。スタンドからの撮影につ

いては、制限しませゑ

4 . ケガと保険について

全チーム何らかの保険に加入して下さしヽ 力と一、大会サリ|‖地中に 事故ケガ等が発生しても主催者は一

切の責任を負いませんb 各自で処理して下さい。述隔地から参加されるチームは、特に事故に気をつ
・
    けて余裕を持つて出発して下さい。

5 , 開会式会場から各会場までの所要日珊!日は、おおよそⅢで3 0 ～5 0 分です。け日会式終了後速や力寸こ移動し

道中は交通事故等に十分気をつけて下さい。できたら部前に試合会揚を確認しておいて下さい。



白川病院旗争奪第二回岐阜県学童軟式野球大会実施要項

1 . 主    催    岐阜県軟式野球連盟 ・自川病院 ・岐阜新聞社

2 。主    管    中濃ブロック歌式野球連盟 ・加茂歌式野球連盟

3 , 後    援    岐阜県教育委員会 ・七宗町 ・白川町 ・束白川村 ・川辺町

七宗町教育委員会 , 白川町教育委員会 ・束白川村教育委員会 ・川辺町教育委員会

4 . 会    期    平成 15 年 9 月 20 日 (土) , 9 月 21 日 (日) ・9 月 23 日 (祝)

5 . 会    場     (A ) 七宗町総合グランド

(B ) 東白川村総合グランド

(C ) 白川町町民グランド

(D ) 白)|1高等学校グラン ド

(E ) 七宗町上麻生中学校グランド

(F ) 川辺町山楠公園グランド

6 . 出 場 資 格    各支部の推薦等により出場資格を得たチーム

7 . 出場チーム数    加茂 4 チーム ・各支部 1チーム  合計 33 チーム

8 . 参加申込締切    平成 15 年 9 月 8 日 (月) 必着

(期 日に遅れたチームの出競は認めない)

9 . 申込書送付先    〒509-0304   岐阜県加茂郡川辺町中川辺 39-3

加茂軟式野球連盟事務局長 竹地春雄 宛

TEL0574-53-2079 ・FAX0574-53-2086 ・携卒静TEL090-3154-4082

10。雨天 連 絡 先    加茂1火式野球連盟 理事長 鍋島厚吉 TEし0574-72-1026 ・携帯 TEL090-7958-5249

11. 大 会 本 部    「末広旅館」 加茂郡白川町河岐 496  TEL0574-72-1017

12. 適 用 規 貝U    2003 年度の公認野球規則並びに全 日本1次式野球連盟少年野球取 り決め事項

13. 使  用  球    全日本軟式野球連盟公認マルエスC 号ボール (主催者で準備)

14. 開  会  式    平成 15 年 9 月 20 日 (上) 七宗町総合グランド 午前 9 時

※当日雨天の場合でも開会式のみ行 う。

会場 七宗町町民体育館

15. 受    付    午前 7 時 45 分より開会式会場入口 (集合完了午前 8 時 30 分)

16. 入 場 行 進    係員の指示に従い規則正しく行 うこと (事前に練習しておくこと)

17. 参  加  料    1 チーム 10,000 円 (当日持参)

18. 表    彰    岐阜県軟式野球連盟表彰

賞状 ・優勝放 (持ち回り) ・準優勝旗 (持ち回 り) ・メダル

岐阜新聞社表彰     
・

賞状

3 位表彰 (2 チーム)   店 (波しきり)

19, 参加上の注意    大会中のケガについては主催者が応急処置のみ行いますがその責任は負いません。

20. 宿 泊 の斡旋    宿泊費 選手 4,000 P] ・責任者 ・監督 ・コーチ7 ,000 円

21. 選 手 宣 誓    七宗町代表チームの主将が行 う。

22. 各会場問合先    A 会場 七宗町総合グランド

B 会場 束白川村総合グランド

C 会場 白川町町民グランド 
'

D 会場 白川高等学校グラン ド

E 会場 七宗町上麻生中学校グランド

F 会場 川辺町山楠公園グランド



平 成 1  5 年 度   売売技 種 営 rこ 関 す える 注 意 事 項   ( 学 ― 苦 「)

岐阜県軟式野球連盟

1。その日の第 1試合に出場のチームは、外野に限り練習に使用してもよい。その際、アップ用の服装 (同一が望ましい)
でもよいが、打順表の提出時には、

′
全員ユニフォームに着替えること。第 2試合以降のチームは、相手チームのシート

ノック中に外野のファウルグランドでトスバッティングを行ってもよい。 (ただし、練習中といえどもユニフォームを
着用しない者、グランドに出ることは出来ない。)

2 . その日の第 1試合に出場のチームは、試合開始予定時刻の4 0 分前までに、大会本部が用意する規定の打順表を、主将
と監督が大会本部に提出して登録原簿との照合 (控え選手も記入のこと) を受けた後、球審立会いのもとに攻守を決定
する。態勢が整っているときは、試合開始予定時刻前でも試合を開始する。

3 . 第 2試合以降は、前の試合の4 回終了時までに打順表を大会本部に提出して、登録原簿との照合を受け攻守を決定する
試合開始予定時刻に関係なく、前の試合が終了次第シートノックに入り試合を開始する。 (各会場長の指示を受けるこ
と)

4 . シートノックは、5分間とする。ノッカーむ選手と同じユニフォームを着用のこと。  |
5 B 大会運営上、シートノックを行わずに試合を開始することもある。この場合は、攻守決定の際に知らせる。
6 . グラウンド整備は、次の試合のノック終了後に行う。 (保護者の応援はよいが使用した選手に整備させること)
7 . 次の試合のバッテリーが球場内のブルベンを使用することは自動的に許されるものではない。
8 . 球場内でのフリーバッティングは禁止する。

9 . ベンチ内での時帯電話、並びに携帯マイクの使用を禁止する。メガホンは 1個に限り使用を認める。
10. 守備が終わり、最後のボール保持者は、マウンドにボールを置いてベンテに戻ること。 (転がさない)
11. 試合開始予定時刻になっても、会場に到着していないチームは、原則として棄権とみなす。
12. 雨天の場合でも、球場使用可能な状態の場合は、試合を行うことがある。なお、当日試合不可能な場合と、試合開始予

定時間を変更 (遅らせる) して行う場合があるので、必ず大会本部に連絡をして行動すること。独自の判断をしないこ
と。

13. ベンチは組合せ番号あ若い方を、 1塁側ベンチとする。

14. ベンチに入れる人員

(イ) 登録され、ユニフォームを着用した監督 (3 0番) とコーチ (2 8 . 2 9 番) 3名以内。
(口) 登録された、ユニフォームを着用した選手 (0番～2 7番) の2 0名以内。
(ハ) チームの責任者 (代表者) 、マネージャー、スコァラーの各 1名。

15. 次打者席での、バットの素振りは禁止する。必ず低い姿勢で待つこと。
16ロインプレイ中のファウル地域での、ランニングは禁止する。ただし、ィェングの交菩中 (ボールデット中) は認める。
17, 相手チームや審判員に対する聞き苦しい野次は厳禁する。また、スタンドからの応援団の野次および目に余る行為は、

チームの責任とする。

18. 代打または代走の通告は、氏名とともに 「代打」または 「代走」者の、背番号を球審に見せその旨を告げること。
19. 試合中、雷が発生した場合審判員の判断により木製バットを使用することがあるので、各チームは2本以上の木製パッ

トを用意すること。

20. 試合のスピー ド化を図るため、次の事項を順守すること。

(イ) 攻守交替は駆け足で行う。

(日) 投手が捕手のサインを見るときは、必ず投手板について見ること。

(ハ) 投手から投球を受けた捕手は、速やかに投手に返球すること。

(二) 捕手から返球を受けた投手は、速やかに投手板を踏んで投球位置につくこと。
(ホ) 打者は、投手が投球位置にいるいないに関係なく、速やかに打席に入ること。


